
No, 大分類 小分類 対応

1

①
設
置
要
綱

設置要綱
第１回検討会で示した「全体会と部会の位置づけに」において記している通り、「部
会での検討結果を踏まえ、全体会にて全県的な視点から検討し、提言をとりまとめ」
としています。

2

公園管理に
関する情報
発信のルー
ル設定

【ヒアリングの意見も参考にして部会にて検討】
より効果的な情報発信の方法、時期等についてヒアリング等も含め利用者等からのご
意見も伺いながら検討を進めます。

4
管理運営協
議会の進め

方

【ヒアリングの意見も参考にして部会にて検討】
他公園の事例なども参考としてお示ししながら、部会の中で具体的な方法について検
討を進めます。

5 その他
【ヒアリングの意見も参考にして部会にて検討】
公園の魅力向上のために潜在的なニーズの把握は重要であると考えております。今後
ヒアリング等も含め部会内でどのようにニーズの把握を行うかの検討を進めます。

6

7

【他県立都市公園における事例】

第１回あり方検討会における委員意見に対する対応

④
事
業
可
能
性
調
査

(

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
）
結
果
概
要

【ヒアリングの意見も参考にして部会にて検討】
四季の庭に留まらず、公園内の様々な施設等の利活用方法について部会の委員の皆様
や利用者の方の様々な意見をお聞きした上で取り組んでいきたいと考えています。
民間活力の導入に関しても、ヒアリング等も含め地元住民や利用者の意見を十分踏ま
え、合意形成を図りながら検討を進めていきます。

四季の庭の
活用

実際に利用している人に留まらず、潜在的な利用者ニーズを収集することも重要である。（内藤委員）

四季の庭は散策のために整備された場所であり、オートキャンプ場としての利用は当初の目的にそぐわず
好ましくない。
当初の目的を崩さないような素案を部会内で検討していきたい。(吉田委員）

四季の庭は播磨中央公園の核であり、ここをキャンプ場にすることは地元住民の思いを無下にしている。
利用者や地元住民の公園に対する思い等を理解していただきたい。（内藤委員）

意見要旨

工事にかかる情報がうまく発信されていないため、部会の中で特に検討していきたい。（阿江俊英委員）

設置要綱の条文は部会で検討した内容を全体会での検討に反映させることが困難と読めるため、内容の修
正をお願いしたい。(内藤委員）

現状では子育て世代や身障者の方の意見を聞く仕組みがないので、検討を進めていきたい。（吉田委員）

③
活
性
化

3

②
自
然
環
境
保
全

その他 里山の活性化に関する知見があれば教えていただきたい。(内藤委員）

区分 公園名 取組み事例

・かつて地域で維持されていたクヌギ林を、活動団体との協働により薪炭林（台場クヌギ）に再生

・園内炭焼窯での炭焼きの実施、イベントでの炭の活用・販売

・茅葺民家を設置し、土間や囲炉裏など里山の生活を再現

・活動団体との協働により園内棚田での農作業体験イベントなどを実施

・スギやヒノキ林を計画的に間伐、園内製材所で製材、活動団体がテーブルやベンチなどに加工

・間伐材を活用し、子どもから大人まで参加できる木工教室を実施

有馬富士公園

一庫公園

丹波並木道中央公園

里
山
の
復
元
・

活
用

人
工
林
の

維
持
・
活
用
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